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第4章 その他の検討資料 

4.1 交通量（工事中における県道大津能登川長浜線の交通に関する影響の検討） 

（1）目的 

対象事業実施区域の東側には、彦根市内を南北に縦断する幹線道路である県道大津能登川長

浜線（県道 2号）が存在している。本県道は対象事業実施区域付近に存在する 3カ所の信号交

差点で屈曲する線形となっており、通過には右左折を繰り返す必要があることから、朝夕の時

間帯を中心に、渋滞・対流が発生しやすい状態となっている。 

このことから、現況の交通の状況を現地調査により把握するとともに、工事用車両走行時に

おける渋滞の発生可能性を踏まえて、渋滞の発生を引き起こさない工事用車両の台数について

検討を行った。 

 

（2）検討方法 

1）交通状況の実測 

県道大津能登川長浜線における現況の交通状況（交差点交通量、渋滞・滞留の状況、交差点

需要率注 1）を現地調査により把握した。 

調査は、平日の昼間（令和 3年 11月 16日(火)7～19時）に行った。 

 

2）工事用車両付加可能台数の算定 

実測結果を元に交差点需要率注 1及び交通容量比注 2を算定のうえ、交通渋滞注 3を引き起こさ

ない工事用車両走行台数の付加可能台数（1時間当たり何台通過できるか）を算定した。 

 

注1）交差点需要率：対象の交差点が 1 時間に通せる最大交通量を「容量」と言い、この容量を 1 とした時の交差
点に流れ込む交通量の割合を「交差点需要率」と言う。交差点需要率が概ね0.9以上（信号サイクル等により若
干変動）の場合、交通容量が交通需要に対して不足し、渋滞につながる可能性が高いとされる。 

注2）交通容量比：(交差点に流入する交通量)／(各車線毎の道路条件及び交通条件から算定される通過可能交通量)
で交差点に入る車線毎に算出される。交通容量比が1.0以上の場合、交差点を通過するために複数回の信号待ち
が生じ、渋滞につながる可能性が高いとされる。 

注3）交通渋滞（信号交差点）：1回の青信号で交差点を通過できなかった自動車が存在する場合、渋滞が生じてい
るとし、信号が赤になった瞬間の停止線から最後尾車両までの距離（捌け残りの長さ）を「渋滞長」、・信号

が青になった瞬間の停止線から最後尾車両までの距離を「滞留長」という。なお、滞留している自動車が1回の
青信号ですべて通過できた場合は、渋滞は生じていないものとする。 
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（3）検討条件 

1）対象とした交差点 

対象とした交差点は、図 4-1に示す県道大津能登川長浜線の日夏町島、日夏町中沢、賀田山

町西の 3交差点とした。 

 

  
※この地図は、国土地理院発行の電子地形図25000を複製して情報を追記したものである。 

図 4-1 検討対象交差点 

 

2）想定した工事用車両走行ルート 

工事用車両走行ルートは検討中であるが、ここでは各交差点におけるいくつかの進入パター

ンを想定のうえ、付加台数の検討を行った。（「4.1.4 検討結果」参照） 

 

3）想定した工事用車両の車種 

大型車・小型車の走行が想定されるが、交差点需要率及び交通容量比の算定にあたっては、

小型車より大型車の台数が多い方が渋滞を引き起こしやすくなることから、すべて大型車が走

行するものとした。 

 

4）検討対象時間帯 

工事用車両の走行時間帯を考慮し、8～18時とした。 

 

5）現況交通の状況 

現況交通量は、交差点車種別・方向別交通量の現地調査結果に準じた。 

ただし、工事期間中には、一般車両の宇曽川堤防道路の通行が一時できなくなる可能性があ

ることから、基礎交通量の設定にあたっては、堤防道路における交通量を一部県道大津能登川

長浜線に転換した。 

大山橋左岸交差点 

直進・右折する交通量を県道大津能登川長浜線に振り分け 

大山橋左岸交差点 

左折する交通量を県道大津能登川長浜線に振り分け 

日夏町島 
日夏町中沢 

賀田山町西 
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（4）検討結果 

1）現地調査結果 

① 日夏町島交差点 

日夏町島交差点における現地調査結果を、表 4-1に示す。 

交通量については、県道大津能登川長浜線（A：北方向、C：西方向）および県道三津屋野口

線（B：東方向）のいずれの方向も 5千台/日を超えていた。 

渋滞および対流については、各交差点とも概ね 100m以内の滞留は起きているが、渋滞が生

じる時間帯はわずかであった。 

 

② 日夏町中沢交差点 

日夏町中沢交差点における現地調査結果を、表 4-2に示す。 

交通量については、県道大津能登川長浜線（B：東方向、C：南方向）の交通量が主となって

いるが、県道三津屋野口線（D：西方向）の交通量も 4千台/日を超えていた。 

渋滞および対流については、B：東方向、C：南方向および D：西方向の交差点で概ね 100m

以内の滞留が起きていた。このうち、D方向で朝の時間帯に最大 70mの渋滞が起きているが、

その他の時間帯には渋滞は生じていなかった。 

 

③ 賀田山町西交差点 

日夏町中沢交差点における現地調査結果を、表 4-3に示す。 

交通量については、県道大津能登川長浜線（A：北方向、D：西方向）の交通量が主となって

いるが、県道賀田山安食西線（B：東方向）の交通量も 5千台/日を超えていた。 

渋滞および対流については、D：西方向で 7時台半ば～8時台初めにかけて最大 330mの渋滞

が発生しており、滞留長も最大 460mにのぼっていた。 

 

  

  



4.1-4 

 

表
4
-
1
 
交
差
点
交
通
量
・
渋
滞
長
・
滞
留
長
調
査
結
果
（
日
夏
町
島
交
差
点
）
 

※
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
発
行
の
電
子
地
形
図
（
タ
イ
ル
）
を
複
製
し
て
情
報
を
追
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

 



4.1-5 

 

表
4
-
2
 
交
差
点
交
通
量
・
渋
滞
長
・
滞
留
長
調
査
結
果
（
日
夏
町
中
沢
交
差
点
）
 

※
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
発
行
の
電
子
地
形
図
（
タ
イ
ル
）
を
複
製
し
て
情
報
を
追
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

 



4.1-6 

 

表
4
-
3
 
交
差
点
交
通
量
・
渋
滞
長
・
滞
留
長
調
査
結
果
（
賀
田
山
町
西
交
差
点
）
 

※
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
発
行
の
電
子
地
形
図
（
タ
イ
ル
）
を
複
製
し
て
情
報
を
追
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

 



4.1-7 

2）工事用車両の負荷可能台数の検討結果 

① 日夏町島交差点 

（ｱ）検討概要 

日夏町島交差点では、※この地図は、国土地理院発行の電子地形図（タ
イル）を複製して情報を追記したものである。 

図 4-2に示すとおり県道大津能登川長浜線と県道三津屋野口線が T字路で交差する。 

両県道を工事用車両が通過する複数の走行パターンを想定し、渋滞を引き起こさない工事用

車両付加台数を検討した。 

 

 
※この地図は、国土地理院発行の電子地形図（タイル）を複製して情報を追記

したものである。 

図 4-2 日夏町島交差点の概要 

 

（ｲ）検討結果 

検討結果は表 4-4のとおりであり、付加可能台数は 135台/時以上と推定される。 

 

表 4-4 検討結果（日夏町島交差点） 

ケース 概要 

付加可能台数 

推計結果 

[台/時] 

1-1 工事用車両が西方向から到来し、東方向（県道

196号）へ抜ける場合 
C→B 187～214 

1-2 工事用車両が西方向から到来し、北方向（県道 2
号）へ抜ける場合 

C→A 158～183 

1-3 工事用車両が北方向（県道 2号）から到来し、建
設候補地退出後、再び北方向へ抜ける場合 

A→C→A 158～183 

1-4 工事用車両が東方向（県道 196号）から到来し、
建設候補地退出後、再び東方向へ抜ける場合 

B→C→B 135～191 

 

  

県道大津能登川長浜線 

県道三津屋野口線 
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② 日夏町中沢交差点 

（ｱ）検討概要 
日夏町中沢交差点では、※この地図は、国土地理院発行の電子地形図（タ
イル）を複製して情報を追記したものである。 

図 4-3に示すとおり県道大津能登川長浜線と県道三津屋野口線が交差する。 

両県道を工事用車両が走行した場合を想定して、複数パターンの可能性を検討した。なお、

北側の細街路は検討対象外とした。 

 

 

※この地図は、国土地理院発行の電子地形図（タイル）を複製して情報を追

記したものである。 

図 4-3 日夏町中沢交差点の概要 

 

（ｲ）検討結果 

検討結果は表 4-5のとおりであり、付加可能台数は 105台/時以上と推定される。 

 

表 4-5 検討結果（日夏町中沢交差点） 

ケース 概要 

付加可能台数 

推計結果 

[台/時] 

2-1 工事用車両が南方向から到来し、東方向（県道 2
号）へ抜ける場合 

C→B 173～251 

2-2 工事用車両が南方向から到来し、西方向（県道

196号）へ抜ける場合 
C→D 156～207 

2-3 工事用車両が東方向（県道 2号）から到来し、再
び東方へ抜ける場合 

B→C→B 105～122 

2-4 工事用車両が西方向（県道 196号）から到来し、
再び西方向へ抜ける場合 

D→C→D 156～207 

 

  

県道大津能登川長浜線 

県道 

三津屋野口線 
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③ 賀田山町西交差点 

（ｱ）検討概要 
賀田山西交差点では、※この地図は、国土地理院発行の電子地形図
（タイル）を複製して情報を追記したものである。 

図 4-4に示すとおり県道大津能登川長浜線と県道賀田山安食西線が交差する。 

工事用車両が両県道を走行した場合を想定して、複数パターンの可能性を検討した。なお、 

南側の細街路は検討対象外とした。 

 

 

※この地図は、国土地理院発行の電子地形図（タイル）を複製して情
報を追記したものである。 

図 4-4 賀田山町西交差点の概要 

 

（ｲ）検討結果 

検討結果は表 4-6のとおりであり、付加可能台数は 134台/時以上と推定される。 

 

表 4-6 検討結果（日夏町中沢交差点） 

ケース 概要 

付加可能台数 

推計結果 

[台/時] 

3-1 工事用車両が南方向（県道大津能登川長浜線）か

ら堤防道路を経由して建設候補地に到来し、退

出後賀田山西交差点を経由して再度南方向に抜

ける場合 

A→D 151～209 

3-2 工事用車両が東方向（県道賀田山安食西線）から

到来し、再度東方向へ抜ける場合 
B→D→ 
A→B 

134～171 

3-3 工事用車両が北方向（県道大津能登川長浜線）か

ら賀田山西交差点・堤防道路を経由の上建設候

補地へ到達する場合 

A→D 151～209 

 

  

県道大津能登川長浜線 

県道賀田山安食西線 
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